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日本大学医学部病態病理学系腫瘍病理学分野　増田しのぶ

2023年 6 月16～18日に，第13回 Asia Pacific IAP 2023が開催されました．
Malaysian Division のProfessor Dr Nor Hayati Othmanが会長を務められ，
virtual eventとして行われライブ／オンデマンド配信にて運営されました．

わたくしが参加したのは，Symposium 5 C “Laboratory Medicine” （テーマ：
Pathology Beyond Laboratory）で，病理診断の補助検査（immunohistochemistry, 
IHC; molecular testing）に関する各国の精度管理活動の紹介がありました．

座長は，MalaysiaのCh’ng Ewe Seng先生1）とNoor Hasni Shamsudin先生2）

でした．

発表者はThailandのDr Naravat Poungvarin先生3），TaipeiのJen-Fan Hang
先生4）と筆者でした．

第13回 ASIA PACIFIC International Academy of 
Pathology （APIAP 2023） in Malaysiaに参加して
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Japan Pathology Quality Assurance System 
（JPQAS） が設立されてから，2024年にちょうど
10周年を迎えるため，筆者はJPQASのこれまで
の活動をまとめて紹介しました．JPQASは United 
Kingdom National External Quality Assessment 
Services （UK NEQAS）を参考に立ち上げたシス
テムであり，現在のところIHCが主ですが，今後
の方向性として，molecular testingに関するオプ
ションサーベイを開始していること，2021年に
は，International Quality Network （IQN） for 
Pathologyのacademic memberに な っ た こ と に
つ い て も 紹 介 し ま し た．IQN for Pathologyは，
College of American Pathology, UK NEQAS, 
NordicQC, RCPAQAPをはじめ，またJPQASを含

め，EQA systemを運営する12の主たるacademic 
memberが参加しています．今回の発表を機に，
シンポジウム参加者から，新たにIQN for Pathology
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1 ．第13回 ASIA PACIFIC International Academy of Pathology （APIAP） in Malaysiaに参加して
　　　 �  増田しのぶ 　  1
2 ．2023年理事候補について �  吉野　正，加藤良平 　  3
3 ．2023年IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞 �  長尾俊孝 　  3
4 ．第69回日本病理学会秋期特別総会におけるInternational Poster Session �  原田憲一 　  4
5 ．2023年臨時理事会・第 3 回理事会 �  事務局 　  5
6 ．第63回総会 �  事務局 　  6
7 ．事務局よりお知らせ �  事務局 　  7
8 ．Upcoming meetings �   7
9 ．JDIAP賛助会員 �   7
10．編集後記 �  森谷卓也 　  8

2014年のJPQAS設立に先立ち，
2010年UK NEQASを訪問

2021年にIQN for Pathologyのacademic 
memberとなったことを紹介
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参加希望があったことは，大変意義深いことと考
えています．

Asia pacificにおいては，CAP，ISO15189のEQA
は高額であるため，2014年頃から各国において
EQAシステムが構築されていることが共通点とし
て挙げられました．他国の参加施設数は概ね50
～100施設ですが，JPQASでは順調に参加施設が
増加し，400施設を超える施設が参加し，他国に
比較して格段に多い点が評価されます．参加費は
おおむね100USD/項目で，JPQASでは年度によっ
て異なりますが，複数の免疫染色抗体を対象とし
ていますので，概ね同程度の費用と理解しました．
一方，他国から学ぶことも多いにありました．
Thailand，Taipeiでは，すでにmolecular testing
に つ い て のEQA systemが 軌 道 に の っ て お り，
EQAの 主 軸 を 占 め て い ま す．ISO17043と い う
EQAに対するregulation があり，Taiwan，Malaysia
ではそれを取得していました．現在，JPQASも
オプションサーベイとして DNA品質チェックを
行っているものの，molecular testingについての
本サーベイを加速化させる必要性を痛感した次第
です．また，MalaysiaではWSIによる診断中心の
EQAサーベイを行っていました．

アジア圏の各国では，病理診断を取り巻く環境
が大いに異なっているとはいえ，今回 APIAPに
おいて情報共有できたことで，他国に学ぶべき点，
自分たちが紹介できる点ともにあり，大変有意義
な学会参加となりました．このような学びの機会
をJDIAPとして運営していただいている先生方，
また，今回APIAPシンポジストにご推薦いただき
ました長村義之先生に深謝いたしまして，学会参
加のご報告とさせていただきます．

座長・発表者の所属
1）Universiti Sains Malaysia
2）Hospital Tuanku, Malaysia

3）Mahidol University, Thailand
4）Veterans General Hospital, Taipei, A quality 
Manager of Taiwan Social Pathology Proficiency 
Testing Committee

2023年理事候補について
理事指名委員会　委員長　吉野　正

副委員長　加藤良平

今年の理事候補として，以下の方々が選ばれま
した．牛久哲男先生（東京大学），近藤哲夫先生（山
梨大学），渡邊麗子先生（聖マリアンナ医科大学）

（順不同）．任期は2024年から 3 年間です．なお，
今回の理事候補投票率は42.3％で，ここ数年では
最も高いものになりました．ご協力大変ありがと
うございました．

2023年IAP 日本支部・病理診断
学術奨励賞

病理診断学術奨励賞選考委員長　長尾俊孝

IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞は，当該前
年中に優れた診断病理分野の英文論文を発表した
若手病理医に贈られる大変栄誉ある賞です．本年
は 6 名の応募があり，しかもどの論文もハイレ
ベルでした． 7 名からなる選考委員会による厳
正な審査の結果，下記の 2 名（50音順）が受賞
され，2023年11月11日に九州大学医学部百年講
堂で開催された病理学教育セミナーの会期中に表
彰式を執り行いました．この度のご受賞，誠にお
めでとうございます．また，選考委員の先生方に
おかれましては，ご尽力に感謝申し上げます．

氏名：上紙　航
所属：亀田総合病院 臨床病理科
論�文：MIXTURE of human expertise and deep 

learning-developing an explainable model for 
predicting pathological diagnosis and survival 
in patients with interstitial lung disease. 
Modern Pathology 2022; 35: 1083-1091.
受�賞のことば：この度は，大変栄誉ある賞に選出

いただき大変光栄に存じます．近年では病理分
野でも多くの人工知能の報告がみられますが，
間質性肺炎のような非腫瘍性疾患では前例がほ
とんどなく，手さぐりの中での研究となりまし
た．楽しく集中して取り組む環境をつくってく

JPQASのEQA参加施設数の推移 （2014-2022年）
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ださった福岡順也先生，その他，研究を支えて
くださった全ての方に感謝いたします．病理学
の理解を一層進められるよう，今後とも尽力し
てまいります．

氏名：沢田圭佑
所属：埼玉医科大学総合医療センター 病理部
論�文：Immunohistochemical staining patterns of 

p53 predict the mutational status of TP53 in 
oral epithelial dysplasia. Modern Pathology 
2022; 35: 177-185.
受�賞のことば：2023年IAP 日本支部病理診断学

術奨励賞という歴史と伝統のある賞を頂戴し，
大変光栄に存じます．本研究は多くの先生方に
ご協力いただいた成果で，中でも大学院在籍中
よりご指導を頂いている百瀬修二教授，田丸淳
一前教授にはこの場を借りて改めて深く感謝申
し上げます．本賞を励みとし，今後もより正確
な病理診断や病態理解の向上に貢献できる質の
高い研究を目標に取り組んでまいります．

第69回日本病理学会秋期特別総会における 
International Poster Session

常任幹事・金沢事務局長　原田憲一

令和 5 年11月 9 日（木）に久留米シティプラ
ザにおいて，日本病理学会秋期特別総会との共催
によるインターナルポスターセッションが開催さ
れました．JDIAP招待者 8 名（下記プログラムの
*印）からの演題に加えて総数17演題が集まり，
活発な討論がなされました．懇親会も盛会に行わ
れ，御企画いただいた日本病理学会秋期特別総会 
矢野大会長に感謝申し上げます．プログラムは，
以下の通りです．

座長：�Young Nyun Park （Department of Pathology, 

Yonsei University College of Medicine）
　　　�小無田美菜（国際医療福祉大学医学部成田

病院病理診断科）
　　　�原田憲一（金沢大学医薬保健研究域医学系

人体病理学）

【Chair：Young Nyun Park】
IPS-01	� Comprehensive analysis of microRNA 

expression during the progression of 
atypical adenomatous hyperplasia - 
adenocarcinoma in situ - invasive 
adenocarcinoma of the lung

	� Yeon Bi Han* （Department of Pathology 
and Translational Medicine, Seoul 
National University Bundang Hospital, 
Seongnam, Republic of Korea）

IPS-02	� Longitudinal analysis of PD-L1 expression 
in patients with relapsed NSCLC

	� Luka Brcic （Diagnostic and Research 
Institute of Pathology, Medical University 
of Graz, Graz, Austria）

IPS-03	� Tumor-infiltrating CD 8  lymphocytes in 
colorectal cancer at a tertiary hospital 
in West Java: A preliminary study

	� Etis Primastari* （Anatomic Pathology 
Departement, Hasan Sadikin General 
Hospital, Bandung City, West Java, 
Indonesia）

IPS-04	� Expression of LRG 5  and CD44 in 
colorectal polyps and adenocarcinomas

	� Ho Gun Kim （Dept. of Surg., Chonnam 
Univ. Med. Sch., Gwangju, Korea）

IPS-05	� Clinicopathological significance of 
peroxiredoxin 4  expression in gastric 
cancer patients

	� Dong Yi Kim （Div. of Gastroenterologic 
Surg., Dept. of Surg., Chonnam Univ. 
Med. Sch., Gwangju, Korea）

IPS-06	� Primary central nervous system ALK-
positive anaplastic large cell lymphoma: 
A case report

	� Kongsakon Anukmas* （Department of 
Pathology, Nakhonpathom hospital, 
Nakhonpathom, Thailand）

受賞者と関係役員．右から小田会長，上紙先生，
沢田先生，長尾選考委員長．
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【Chair：小無田美菜】
IPS-07	� The role of Ki-67 labeling indexes as a 

prognostic factor in glioma patients
	� Ery Kus Dwianingsih （Department of 

Anatomical Pathology, Faculty of 
Medicine, Public Health, and Nursing, 
Universitas Gadjah Mada, Yogyakarta, 
Indonesia）

IPS-08	� Consecutive CK immunostain-supervised 
algorithm predicting tumor areas in 
breast cancer Ki67 images

	� Min-Hsiang Chang* （Department of 
Anatomical Pathology, Far Eastern 
Memorial Hospital, Taiwan）

IPS-09	� Application of digital pathology in 
evaluating pathological response of 
post-neoadjuvant osteosarcoma

	� Bang Viet Luong* （Pathology and Cytology 
Department, Tam Anh General Hospital, 
Ha Noi, Viet Nam）

IPS-10	� The impact of Pronase immunofluorescence 
in medical renal biopsy reporting: An 
institutional experience

	� Haidi Mohamad* （Pathology Department, 
Hospital Sultanah Bahiyah, Alor Setar, 
Kedah, Malaysia）

IPS-11	� Current situation of pathology education 
in Cambodia

	� Honghav Kouch （University of Health 
Sciences, Cambodia）

【Chair：原田憲一】
IPS-12	� A clinicopathological and microscopic 

study of thyroglossal duct cysts
	� Andrey Bychkov（Dept. Pathol., Kameda 

Med. Ctr., Kamogawa, Chiba, Japan）

IPS-13	� A shift in molecular drivers of papillary 
thyroid carcinoma following the 2017 
World Health Organization classification

	� Jen-Fan Hang* （Department of Pathology 
and Laboratory Medicine, Taipei Veterans 
General Hospital, Taipei, Taiwan）

IPS-14	� Development of pathological prediction 
models for extrahepatic metastasis of 

hepatocellular carcinoma
	� Ji Hae Nahm （Department of Pathology, 

Yonsei University College of Medicine, 
Seoul, Korea）

IPS-15	� Diagnostic concordance of surgically 
excised valves and echocardiographic 
findings among rheumatic valvular 
heart disease patients in a cardiovascular 
center: Review of five years （2014 to 
2018）

	� Othaniel Philip Reola Balisan （Philippine 
Heart Center, Quezon City, Philippines）

IPS-16	� Pathological diagnostic issues of amniotic 
fluid embolism

	� Gankhuu Gankhuyag* （Department of 
Pathology Care and Services, National 
Center for Pathology, Mongolia）

IPS-17	� Hematology profile of Bovine Babesiosis 
in Thai cattle

	� Nijjareeya Sirisriro （Faculty of Veterinary 
Science, Rajamangala University of 
Technology Sr iv i jaya,  Nakhon Si 
Thammarat, Thailand）

2023年臨時理事会・
第 3 回理事会

臨時理事会
日　時：2023年10月19日（木）
� 17時00分～18時00分
場　所：Web会議

小田会長と招待者 8 名．国際交流懇親会（The 
Welcome Party for Oversea Participant）
萃香園ホテルにて．
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出席者：�相島，小田，加藤，清川，近藤，長尾，
羽賀，原田，松原，湊，南口，森谷，柳
井，玉野（金沢事務局）

欠席者：�長村，都築，久岡，吉野，大塚（東京事
務局）

確認と審議事項
1 �．次年度の理事，役員の改選…牛久哲男先生，

近藤哲夫先生，渡邊麗子先生が新理事として
承認された．

2 �．会員に関すること…新入会員として一般会
員11名，ジュニア会員13名，賛助会員 1 社，
シニア会員申請者 3 名の申請があり，承認さ
れた．

3 �．会計（予算）に関すること…2024年予算案
が承認された．

4 ．2024年の事業計画…承認された．

第 3 回理事会
日　時：2023年11月 9 日（木）
� 12時20分～13時25分
場　所：久留米シティプラザ　 4 F　スタジオ 4
出席者：�相島，長村，小田，加藤，近藤，都築，

羽賀，原田，松原，森谷，玉野（金沢事
務局）

欠席者：�清川，長尾，久岡，湊，南口，柳井，吉
野，大塚（東京事務局）

確認と審議事項
1 �．次年度の理事，役員の改選，理事・役員案

…牛久哲男先生，近藤哲夫先生，渡邊麗子先
生が新理事として承認された．また，2024年
理事・役員案が承認された．

2 �．会員に関すること…シニア会員申請者 3 名
が承認された．

3 �．第63回総会について…10月26日（木）12：
00～11月 2 日（木）17：00の期間で，HP上で
総会出欠回答および委任状の受付をした．総
会出欠回答者268名であった．

4 ．2024年事業計画…承認された．
　 1 ）第 1 回理事会

2 ）第113回USCAP, Baltimore, MD, 3 /23- 3 /28
3 ）第 2 回理事会
4 ）日本病理学会総会でのCompanion Meeting
5 ）第 8 回ふぁんだめんたる病理診断講習会
6 ）第 3 回理事会
7 ）第64回総会
8 ）第64回病理学教育セミナー
9 ）外国との合同カンファレンスおよび協力

　・日韓合同スライドセミナー
　・日台合同スライドセミナー
10）2026年Fukuoka IAP Congressへの準備

5 �．旅費規程および講師謝金旅費規程の一部改
正について…承認された．

報告事項
1 �．庶務報告（2023年 9 月30日現在）…会員数

1,021名，会費納入者827名（納入率 86％）
2 ．学術、教育事業
　・�第 7 回ふぁんだめんたる病理診断講習会…

外科病理診断講習会はWeb開催，病理解剖診
断講習会は資料発送とemail対応

　・�第63回病理学教育セミナー…2023年11月11
日（土） 9 ：00～17：15　九州大学医学部
百年講堂で開催した．

3 �．広報活動…News Bulletinは，HPへの掲載の
みとし，発刊はNEWSLETTERで会員に周知し
た．IAP 日本支部のX（旧Twitter）公式サイト
も順調に配信されている．

4 �．研究の奨励，研究・教育・学会活動業績の
表彰

　�2023年JDIAP病理診断学術奨励賞…沢田圭佑先
生（埼玉医科大学総合医療センター 病理部），
上紙航先生（亀田総合病院 臨床病理科）

5 �．COI委員会報告…審議の結果，いずれもJDIAP
の活動遂行にあたって重大なCOI状態になく，
COIについては問題ないという委員会の結論と
なった．

6 ．その他…IAP Centralの現状報告があった．

第　63　回　総　会
IAP日本支部ホームページにて総会出欠回答お

よび委任状登録をしていただいた．
期間：10月26日（木）12：00～
　　　11月 2 日（木）17：00
総会出欠回答者268名，そのうち総会出席予定

者61名

第 1 号議案　�会員関係・学会報告および委員会
報告の件…承認された．

第 2 号議案　�2022年決算書および会計監査の件
…承認された．

第 3 号議案　�2024年予算（案）承認の件…承認
された．

第 4 号議案　�2024年理事役員改選の件…承認さ
れた．
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第 5 号議案　�2024年事業計画（案）承認の件…
承認された．

理事選挙結果
2023年任期満了となる原田憲一理事，近藤哲

夫理事の後任について理事選挙を行いました．選
挙の結果，牛久哲男（東京大学大学院医学系研究
科人体病理学），近藤哲夫（山梨大学大学院総合
研究部医学域人体病理学），渡邊麗子（聖マリア
ンナ医科大学病理学）の 3 名が選出されました．
新理事の任期は2024年 1 月～2026年12月です．

事務局よりお知らせ
・�2024年（令和 6 年）の会費請求書は12月中旬

ごろを予定しております．
　－�名誉会員，シニア会員の方は会費免除のため

請求はありません．
　－�専門医資格を取得されたジュニア会員は，

2024年より一般会員へ移行していただきま
す．お手元に届く会費請求書をお確かめのう
えご納入ください．

IAP日本支部学会事務局　担当：平尾
住所：〒162-0801　東京都新宿区山吹町358- 5  
　　　アカデミーセンター
TEL：03-6824-9374／ FAX：03-5227-8631
Email：jdiap-post@as.bunken.co.jp

Upcoming Meetings
第113回USCAP Annual Meeting
日時：2024年 3 月23日（土）～ 28日（木）
場所：�Baltimore Convention Center, Baltimore, 

Maryland
URL：https://2024am.uscap.org/

第 8 回日台合同スライドカンファレンス
日時：2024年 4 月20日（土）～21日（日）
場所：京都大学

第 8 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会
日時：2024年 6 月頃

日時、開催方式の詳細は決まり次第お知らせし
ます。

第35回IAP Congress 2024
日時：2024年10月27日（土）～31日（木）
場所：Cancun, Mexico
URL：https://iap2024.com/

第17回日韓合同スライドカンファレンス
日時：2025年12月 5 日（金）～ 6 日（土）
場所：北九州市

第36回IAP Congress 2026
日時：2026年10月 8 日（木）～13日（火）
場所：福岡国際会議場
大会長：小田義直（九州大学形態機能病理学）
副大会長：清川貴子（慈恵医科大学病理学）
URL：�https://www.iapjapan.org/meetings/pdf/

poster_2026congress.jpg

J D I A P 賛 助 会 員
賛助会員としてご支援いただいている下記の企

業・団体様には大変お世話になり，心より感謝申
し上げます．なお，賛助会員の年会費は50,000円
であり，IAP日本支部の発行物などをご紹介させ
ていただいています．私共の活動に賛同し，協力
していただける賛助会員をさらに募集しています
ので，会員の皆様からのご紹介やご勧誘をどうぞ
よろしくお願いいたします．

一般社団法人シーピーエル
株式会社キューリンパーセル
株式会社組織科学研究所
株式会社東京セントラルパソロジーラボラトリー
株式会社日本臨床社
株式会社フィリップス ジャパン
株式会社臨床病態医学研究所
アストラゼネカ株式会社
アジレント・テクノロジー株式会社
サクラファインテックジャパン株式会社
ゼク・テック株式会社
平野純薬株式会社
フィンガルリンク株式会社
富士製薬工業株式会社
ホロジックジャパン株式会社
ライカマイクロシステムズ株式会社
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編　集　後　記
JDIAP会員の皆様におかれましてはご健勝のこ

とと存じます．コロナ禍も新たなステージに入り
ましたが，インフルエンザの流行なども含め，感
染症への対応がこれまで以上に複雑となり，大変
な毎日です．学術集会におけるハイブリッド開催
や，医育機関における教育手法の工夫など，ポス
トコロナ時代を迎えて試行錯誤が繰り返されてい
るのではないかと思われます．私たちは，ここ数
年間のお互いの苦労を，改めて振り返るとともに，
次世代への良い教訓として，伝えてゆかなければ
ならないように思います．コロナ禍で経験した
様々な事象は決してマイナスばかりではなく，講
演の事後録画配信などの新たな手法も開発された
ように感じています．どうか，JDIAPの会員の皆
様が一丸となって前を向き，国内における活動と，
国際的な交流を展開していただきたいと願ってお
ります．現在，日台IAPや日韓IAPの合同カンファ
レンス再開も予定されております．何よりも，
2026年の福岡IAP Congressでは，私たちの全て
を集約し，世界中の病理医をお迎えして有意義な
交流を行うことができますよう，会員の皆様のご
支援とご協力をお願い申し上げます．

� （森谷卓也）

� 広報委員会　委員長　久岡正典
� 　　　　　副委員長　森谷卓也
� 　　　　　　　委員　近藤哲夫
� 　　　　　　　委員　湊　宏　
� 　　　　　　　委員　柳井広之

8


